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法
流
を
深
め
、
未
来
へ
紡
ぐ
　
〜
護
り
、
育
て
る
〜

�

浦
郷
　
宜
右

今月の掲載内容

・
法
流
を
深
め
、
未
来
へ
紡
ぐ

　
　
　
　
　
　
〜
護
り
、
育
て
る
〜�

1

・
録
事�

2

・
宗
派
だ
よ
り�

3

・
末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り�

3

・
本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ�

3

・
醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ�

3

令
和
六
年
五
月
六
日
発
行

発
行
所　
真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁

　
　
　
　
京
都
市
伏
見
区

　
　
　
　
　
醍
醐
東
大
路
町
二
十
二

　
　
　
電　
話 

〇
七
五

−
五
七
一

−

〇
〇
〇
二

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
五

−
五
七
一

−

〇
一
〇
一

新
緑
が
徐
々
に
深
ま
り
青
葉
へ
と
向
か
う
時
節
と

な
り
ま
し
た
。
醍
醐
寺
で
は
毎
年
五
月
十
五
日
か
ら

二
十
一
日
ま
で
の
一
週
間
、
秘
仏
で
あ
る
准
胝
観
音

の
ご
開
扉
が
行
わ
れ
ま
す
。
醍
醐
寺
は
西
国
三
十
三

観
音
霊
場
の
第
十
一
番
札
所
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
霊
場
の
中
で
も
准
胝
観
音
を
本
尊
と
し
て
い
る
の

は
醍
醐
寺
の
み
で
す
。
准
胝
観
音
の
お
姿
は
経
典
や

儀
軌
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
醍
醐
寺
の
ご
本
尊

は
一
面
三
目
十
八
臂
の
像
で
す
。『
七
倶
胝
佛
母
心

大
准
提
陀
羅
尼
経
』
に
は
、こ
の
真
言
（
お
ん　
し
ゃ

れ
い　
そ
れ
い　
そ
ん
で
い　
そ
わ
か
）
を
唱
え
れ
ば
、

一
切
の
罪
が
こ
と
ご
と
く
消
滅
し
、
そ
の
家
か
ら
災

難
、
病
気
な
ど
の
災
い
、
苦
悩
が
な
く
な
り
、
す
べ

て
が
思
い
通
り
に
成
就
す
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
特

に
寿
命
長
久
等
の
ご
利
益
を
授
か
る
こ
と
か
ら
、
除

災
、
延
命
、
除
病
、
求
児
の
祈
に
修
す
る
本
尊
で
す
。

ま
た
、
法
流
の
面
か
ら
准
胝
尊
を
と
ら
え
ま
す
と
、

小
野
方
で
は
正
観
音
、
千
手
、
馬
頭
、
十
一
面
、
准

胝
、
如
意
輪
を
六
観
音
と
し
て
お
り
、
准
胝
尊
は
観

音
部
に
摂
し
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
廣
澤
方
で
は
、

聖
観
音
、
千
手
、
馬
頭
、
十
一
面
、
如
意
輪
、
不
空

羂
索
を
六
観
音
と
し
て
お
り
、
准
胝
尊
は
仏
部
に
摂

し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
小
野
方
と
廣
澤
方

の
双
方
の
口
訣
等
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
小
野
方
は

准
胝
尊
が
観
音
部
に
摂
す
る
理
由
を
主
に
六
つ
を
挙

げ
、
そ
の
内
の
一
つ
は
、
六
字
曼
荼
羅
の
六
観
音
の

中
に
准
胝
の
種
字
（
ボ
字
）
が
書
か
れ
て
い
る
点
を

挙
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
廣
澤
方
は
准
胝
尊
が
仏
部

に
摂
す
る
理
由
を
主
に
三
つ
挙
げ
、
そ
の
内
の
一
つ

は
、
真
言
に
仏
部
の
帰
命
句
が
あ
る
た
め
と
述
べ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
点
は
伝
授
を
伴
う
口
伝
の
部
分
を
含
み

ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
細
を
控
え
て
お
き
ま
す
が
、

こ
う
い
っ
た
事
相
や
教
相
を
学
ぶ
機
会
を
、
今
後
は

醍
醐
寺
で
も
積
極
的
に
開
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

と
り
わ
け
本
年
は
醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
に
当
た
り
ま
す
。
醍
醐
の
法
流
が

こ
れ
か
ら
も
脈
々
と
相
承
さ
れ
る
よ
う
に
、
特
に
事

相
の
面
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
第
一
番

目
は
、
九
月
に
醍
醐
寺
座
主
・
三
宝
院
門
跡　

壁
瀬

宥
雅
大
僧
正
猊
下
を
伝
授
大
阿
闍
梨
と
し
て
開
莚
す

る
「
理
性
院
流　
太
元
護
摩　
付
息
災
」
の
伝
授
で
す
。

続
い
て
種
智
院
大
学
副
学
長　

児
玉
義
隆
僧
正
を
悉

曇
伝
授
阿
闍
梨
と
し
て
澄
禅
流
お
よ
び
智
満
流
の
梵

字
悉
曇
伝
授
を
開
莚
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

殊
に
梵
字
悉
曇
は
、
事
相
と
教
相
を
学
ぶ
う
え
で

必
須
で
あ
り
、
探
究
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
重
要

性
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
梵
字
を
読
み
、

字
義
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
事
相
・
教
相
の
知
識
を

高
め
る
だ
け
で
な
く
、
聖
教
類
を
読
み
解
く
速
さ
や

理
解
度
も
ま
っ
た
く
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
先

に
記
し
た
六
観
音
の
解
釈
に
お
い
て
も
、
教
学
に
梵

字
悉
曇
が
必
須
で
あ
る
こ
と
は
言
う
に
及
び
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
座
行
法
に
お
け
る
観
想
も
、
字
義
を
観
ず

れ
ば
よ
り
一
層
深
ま
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
悉
曇
の

伝
授
は
、
約
三
年
か
け
て
十
二
会
を
予
定
し
て
お
り
、

悉
曇
灌
頂
も
開
壇
し
ま
す
。
伝
授
は
本
来
な
ら
ば
師

資
相
承
、
そ
し
て
面
受
が
原
則
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

遠
方
の
方
、
日
程
が
合
わ
な
い
場
合
で
も
、
受
法
者

全
員
が
十
二
会
全
て
の
法
味
を
漏
ら
す
こ
と
な
く
嘗

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
リ
モ
ー
ト
な
ど
で
の

受
講
も
可
能
に
す
る
な
ど
、
少
し
工
夫
を
凝
ら
し
た

伝
授
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

伝
授
の
日
程
な
ど
の
詳
細
は
、
追
っ
て
ご
案
内
い

た
し
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
一
層
教
学
に
励

ま
れ
ま
す
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
醍

醐
派
の
青
年
僧
侶
が
深
み
を
増
し
て
、
末
葉
が
本
葉

を
護
り
、
法
流
の
血
脈
が
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
、

そ
し
て
醍
醐
寺
が
真
の
法
流
の
杜
と
な
り
ま
す
よ
う

祈
念
す
る
次
第
で
す
。�

合　

掌　
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▼
度
牒
授
与

　
　

本
宗
籍

令
和
五
年
十
二
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

阪�

平
井　

乗
史

十
二
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福　

岡�

宮
川　

仙
龍

　
　

修
験
籍

令
和
五
年
十
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川�

木
所　

宥
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　

京　

都�

西
村　

眞
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

阪�

姫
野　

隼
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵　

庫�

合
田　

諦
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵　

庫�

梅
田　

晃
佑

十
一
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道�
鈴
木　

秀
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川�
萩
原　

孝
賢

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道�

陰
山　

実
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川�

久
岡　

賢
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

富　

山�

北
嶋　

智
岳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

千　

葉�

山
本　

英
賢

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道�

佐
々
木
優
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

京�

中
北　

睦
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川�

鳥
井　

奈
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道�

豊
嶋　

明
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵　

庫�

浅
田　

祐
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道�

髙
橋　

直
叡

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長　

野�

三
澤　

喜
苑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

京�

金
谷　

修
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道�

西
村　

明
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道�

永
田　

美
玲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岐　

阜�

日
置　

明
叡

　
　
　
　
　
　
　
　
　

富　

山�

北
嶋　

和
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

京�

波
場　

貴
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岐　

阜�

佐
橋　

明
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長　

野�

藤
沢　

徳
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岐　

阜�

桒
原　

宏
輝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長　

野�

胡
桃
澤
知
苑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

京�

宇
賀
神
重
恩

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川�

下
城　

優
伸

▼
教
師
補
任

　
　

修
験
籍

令
和
五
年
十
月
十
日

　
　
　

権
律
師　
　
　

神
奈
川�

木
所　

宥
香

　
　
　

権
律
師　
　
　

京　

都�

西
村　

眞
和

　
　
　

権
律
師　
　
　

大　

阪�

姫
野　

隼
峰

　
　
　

権
律
師　
　
　

兵　

庫�

合
田　

諦
修

　
　
　

権
律
師　
　
　

兵　

庫�

梅
田　

晃
佑

　
　
　

権
律
師　
　
　

山　

梨�

守
屋　

光
仁

▼
僧
階
昇
補

　
　

本
宗
籍

令
和
五
年
十
一
月
一
日

　
　
　

権
少
僧
都　
　

大　

分�

牧
野　

璟
琇

十
二
月
八
日

　
　
　

権
中
僧
正　
　

美　

作�

故
安
東　

法
見

十
二
月
十
二
日

　
　
　

中
僧
都　
　
　

新　

潟�

故
山
岸　

一
穂

十
二
月
十
四
日

　
　
　

大
律
師　
　
　

岐　

阜�

故
樋
口　

光
永

十
二
月
二
十
五
日

　
　
　

権
少
僧
正　
　

広　

島�

新
宅　

正
明

　
　

修
験
籍

令
和
五
年
十
月
十
日

　
　
　

大
律
師　
　
　

茨　

城�

菊
池　

華
月

　
　
　

大
律
師　
　
　

静　

岡�

後
藤　

智
敬

　
　
　

律　

師　
　
　

大　

阪�

髙
橋　

英
清

▼
住
職
・
主
管
者
任
命

令
和
六
年
一
月
十
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

愛
染
院�

（代）
山
岸　

秀
瑛

二
月
十
一
日

　
　
　

兵　

庫　
　
　

淡
路
聖
天
歓
喜
教
会

�

上
野　

顕
弘

▼
責
任
役
員
任
命

令
和
六
年
三
月
五
日

　
　
　

大　

阪　
　
　

聖
寳
寺�

箕
野　

喬
司

�

肥
田　

大
輝

�

肥
田　
　

環

三
月
二
十
五
日

　
　
　

静　

岡　
　
　

智
徳
院�

髙
井　
　

亨

�
髙
井
美
規
子

三
月
二
十
六
日

　
　
　

尾　

張　
　
　

寳
珠
院�
水
野　
　

恵

�

水
野　

義
久

三
月
二
十
八
日

　
　
　

三　

重　
　
　

大
宝
院
一
心
寺

�

古
川　

典
子

�

古
川　

隆
一

▼
総
代
委
嘱

令
和
六
年
二
月
十
一
日

　
　
　

兵　

庫　
　
　

淡
路
聖
天
歓
喜
教
会

�

前
平　

行
正

�

山
本　

陽
子

�

仲
野　

浩
靖

三
月
十
五
日

　
　
　

京　

都　
　
　

谷
之
坊�

大
森　

維
子

�

荒
木　

良
男

�

小
野
崎
京
子

三
月
二
十
六
日

　
　
　

尾　

張　
　
　

寳
珠
院�

加
藤　

孝
一

�

福
安　

隆
夫

�

近
藤　

春
夫

三
月
二
十
八
日

　
　
　

三　

重　
　
　

大
宝
院
一
心
寺

�

久
世　

直
樹

�

柴
田　

儀
鍬

�

古
川　

泰
三

�

中
川　

昌
子

�

山
口　

久
喜

�

城　
　
　

馨

�

富
田　

勝
美

�

岡　
　

正
司

▼
承
認
・
証
明

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

正
徳
院

�

宗
教
法
人
解
散
の
件

録
　
事

１　�僧籍を有する方で、健康で信仰心があり、
後進の育成に努力を惜しまない方。

２　�給与　１７万円以上。
３　�住居を用意（山内居住の場合は居室を用
意）。また、通勤の場合は交通費を一部
支給。

４　�休日は年間７５日、有給休暇法令通り付与。
５　�健康保険、厚生年金加入。
６　�勤務地は総本山醍醐寺。学院の寮監、
随行を含め若干名を募集。

　　※募集要項詳細はお問い合わせください。

京都市伏見区醍醐東大路町22
総本山　醍 醐 寺

醍醐寺僧侶職員募集
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京
の
杜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
福
島
県
い
わ
き
市
・
桜
植
樹
式
』

　

令
和
六
年
三
月
一
日（
金
）

　

会
場
：
い
わ
き
市
立
錦
東
小
学
校
に
植
樹

　

出
向
：
三
好
祥
徳　
執
行
、
壁
瀬
智
泉
、
渡
邊
慧
海
、
城
戸
美
和

真
言
宗
醍
醐
派
常
置
委
員
会

　

令
和
六
年
三
月
十
三
日（
水
）　

午
後
四
時　
　
　
　
　

醍
醐
寺
研
修
棟

真
言
宗
醍
醐
派
第
七
十
六
次
定
期
宗
会

　

令
和
六
年
三
月
十
四
日（
木
）　

午
前
十
時　
　
　
　
　

醍
醐
寺
研
修
棟

　

令
和
六
年
三
月
十
五
日（
金
）　

午
前
九
時
三
十
分　
　

醍
醐
寺
研
修
棟

九
星
気
学
「
暦
と
気
学
」
講
習
会

　

令
和
六
年
三
月
二
十
五
日（
月
）
～
二
十
六
日（
火
）　

醍
醐
寺
研
修
棟

　

講
師
：
東
京　

石
原
明
順 
醍
醐
山
伝
法
学
院
特
別
講
師

親
授
式

　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日（
金
）
午
前
十
一
時　
　
　

三
宝
院
本
堂

　
　

兵
庫　

淡
路
聖
天
歓
喜
教
会　
　

上
野
顕
弘　
師

清
瀧
権
現
桜
会　

開
白　

大
般
若
転
読
法
要

　

令
和
六
年
三
月
十
五
日（
金
）　

午
後
三
時　

伽
藍　

清
瀧
宮 

醍
醐
寺
文
書
聖
教
指
定
調
査

　

令
和
六
年
三
月
四
日（
月
）
～
三
月
九
日（
土
）　　
　

霊
宝
館

　
　

永
村
眞　
氏　
　

藤
井
雅
子　
氏　
　

西
弥
生　
氏　
　

宮
田
直
樹　
氏　
　

他
十
二
名

醍
醐
寺
文
書
調
査

　

令
和
六
年
三
月
十
二
日（
火
）
～
三
月
十
三
日（
水
）　

霊
宝
館

　
　

高
橋
慎
一
朗　
氏　
　

他
一
名

醍
醐
寺
顧
問
会

　

令
和
六
年
三
月
十
三
日（
水
）　

午
後
二
時　
　
　
　
　
醍
醐
寺
研
修
棟

醍
醐
寺
文
化
財
仏
像
調
査

　

令
和
六
年
三
月
十
五
日（
金
）
～
三
月
十
七
日（
日
）　

霊
宝
館

　
　

副
島
弘
道　
氏　
　

久
保
田
綾　
氏

彼
岸
会

　

開
白　

令
和
六
年
三
月
十
七
日（
日
）　　
　
午
前
十
時　
　
　
　
　

平
座
理
趣
三
昧　

三
宝
院　

弥
勒
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

午
前
十
一
時
三
十
分　

歴
代
墓
所
墓
参　

塔　

頭　

菩
提
寺

　

中
日　

令
和
六
年
三
月
二
十
日（
水
・
祝
）
午
前
十
時
三
十
分　
　

土
砂
加
持
法
要　

伽　

藍　

観
音
堂

　

結
願　

令
和
六
年
三
月
二
十
三
日（
土
）　　
午
前
十
時　
　
　
　
　

平
座
理
趣
三
昧　

三
宝
院　

弥
勒
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

午
前
十
一
時
三
十
分　

歴
代
墓
所
墓
参　

塔　

頭　

菩
提
寺

総
務
部
よ
り

　

宗
教
法
人
の
寺
院
・
教
会
は
、
毎
年
会
計
年
度
終
了
後
四
月
以
内
に
役
員
名
簿
と
財
産
目
録
の
写

し
を
所
轄
庁
（
都
道
府
県
庁
）
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（『
宗
教
法
人
法
』
第

二
十
五
条
第
四
項
）

　

こ
の
他
に
も
、
収
支
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
境
内
建
物
に
関
す
る
書
類
、
事
業
に
関
す
る
書
類

の
写
し
の
提
出
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す（
詳
細
は
、真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
又
は
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

宗
務
本
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
写
し
を
本
庁
に
も
提
出
い
た
だ
く
こ
と
を
、
宗
教
法
人
並
び

に
非
宗
教
法
人
の
寺
院
・
教
会
に
お
願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
寺
院
・
教
会
は
、
適
切
な
運
営
の
た
め
、
当
該
寺
院
・
教
会
規
則
に
基
づ
き
、
責
任
役
員

及
び
総
代
を
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
責
任
役
員
・
総
代
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
任
期
満
了

に
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

財
務
部
よ
り

　

令
和
六
年
度
の
宗
費
賦
課
金
は
、
六
月
以
降
に
ご
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

本
宗
教
師
・
修
験
道
教
師
の
方
で
、
銀
行
引
き
落
と
し
（
個
人
宗
費
に
限
り
ま
す
）
に
登
録
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
八
月
の
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
の
で
、
改
め
て
引
き
落
と
し
日
を
通
知
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
慶
讃
事
業
義
納
金
を
は
じ
め
、
各
種
お
支
払
い
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
宗
務
本
庁
財
務
部
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
学
部
よ
り

　

教
学
部
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
の
ご
要
望
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
地
で
の
開
催
希
望
の
場
合
は
宗
務
所
単
位
や
、
あ
る
程
度
の
参
加
人
数
で
の
ご
相
談
と
な
り
ま

す
の
で
、
是
非
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

醍
醐
山
伝
法
学
院　

第
九
十
三
回
生
入
学
式

　

令
和
六
年
五
月
七
日（
火
）　　
　

午
前
十
時　
　

伝
法
学
院

三
宝
院
・
得
度
式　

三
宝
院
本
堂

　

令
和
六
年
五
月
九
日（
木
）　　
　

午
前
十
時　
　

三
宝
院　

本
堂

准
胝
観
音
御
開
扉
法
要

　

令
和
六
年
五
月
十
五
日（
水
）　　
　

開
白　

午
前
十
時
三
十
分　
　
　

伽
藍　

観
音
堂

　

令
和
六
年
五
月
十
八
日（
土
）　　
　

中
日　

午
前
十
時
三
十
分　
　
　

伽
藍　

観
音
堂

　

令
和
六
年
五
月
二
十
一
日（
火
）　　

結
願　

午
後
二
時　
　
　
　
　
　

伽
藍　

観
音
堂

第
百
十
四
回
三
宝
院
門
跡
大
峯
山
花
供
入
峰
修
行　

醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
記
念
入
峰

　

令
和
六
年
六
月
六
日（
木
）
駈
入
護
摩　

午
後
二
時　
　
　
　
　
　

伽
藍　

柴
燈
護
摩
道
場

　

令
和
六
年
六
月
七
日（
金
）
大
阪
練
行
―
四
天
王
寺
・
柴
燈
護
摩
―
洞
川
練
行
―
龍
泉
寺
・
柴
燈
護
摩

　

令
和
六
年
六
月
八
日（
土
）
小
篠
根
本
道
場
・
柴
燈
護
摩
―
大
峯
山
寺
・
柴
燈
護
摩

　

令
和
六
年
六
月
九
日（
日
）
鳳
閣
寺
・
柴
燈
護
摩
―
駈
出
護
摩　
　

伽
藍　

柴
燈
護
摩
道
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
五
時
頃
解
散
予
定

聖
宝
理
源
大
師
・
開
山
忌
法
要

　

令
和
六
年
七
月
六
日（
土
）　

午
前
十
一
時　
　
　

上
醍
醐
・
開
山
堂

第
七
十
三
回
三
宝
院
門
跡
葛
城
山
蓮
華
入
峰
修
行　

醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
記
念
入
峰

　

令
和
六
年
七
月
七
日（
日
）　

午
前
六
時
三
十
分　

受
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
午　
　
　
　
　
　

�

葛
木
神
社
御
法
楽
・
行
者
堂
御
法
楽
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

転
法
輪
寺
御
法
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
一
時　
　
　
　

転
法
輪
寺
護
摩
道
場
柴
燈
護
摩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
六
時
三
十
分　

三
宝
院　

解
散
予
定

伝
授
開
莚
告
知

醍
醐
寺
で
は
本
年
九
月
に
左
記
の
伝
授
の
開
莚
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

日
程
な
ど
の
詳
細
は
あ
ら
た
め
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

○
理
性
院
流 

太
元
護
摩 

付
息
災 

伝
授

　

伝
授
大
阿
闍
梨　

醍
醐
寺
座
主
・
三
宝
院
門
跡　

壁
瀬
宥
雅 

大
僧
正
猊
下

○
梵
字
悉
曇
伝
授
～
坂
井
榮
信
悉
曇
阿
闍
梨
相
承

　

澄
禅
流
梵
字
・
智
満
流
梵
字
伝
授
～
・
悉
曇
灌
頂

　

第
一
会
（
十
二
会
予
定
、
九
月
は
一
会
の
み
）
又
、
大
師
流
梵
字
も
予
定

　

伝
授
悉
曇
阿
闍
梨　

種
智
院
大
学
副
学
長　

児
玉
義
隆 

僧
正

　

※
約
三
年
を
予
定
し
、
悉
曇
灌
頂
を
開
壇
し
ま
す
。

　

※
講
義
は
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り

醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ

宗
派
だ
よ
り
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醍醐寺開創1150年慶讃事業義納金について

［お問い合わせ］宗務本庁 TEL：075-571-0002

　今般の義納金は、醍醐寺開創以来1150年に亘って受け
継がれてきた法流伝承の象徴として「法流の杜」を整備
するための大切なものです。
　詳細はお手元のパンフレットをご確認いただき、是非
お早目の納入をお願いいたします。
　ご不明点は宗務本庁までお問い合わせください。

開創1150年記念　醍醐寺 国宝展

会　期：2024年6月15日（土）〜8月25日（日）

休館日：月曜日、7/23（火） 
　　　　＊7/15（月・祝）、8/12（月・祝）は開館

会　場：大阪中之島美術館　4階展示室

時　間：10：00〜17：00（入場は16：30まで）

https://nakka-art.jp/exhibition-post/daigoji-2024/


